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今
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
取
得
に
伴
い
、

日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
よ
り
離
れ
て

独
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
名
称

が
使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
事
業
内

容
や
構
成
す
る
会
員
の
居
住
地
な
ど
を

鑑
み
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム

友
好
協
会
」と
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
役
員
は
二
人
増
員
し
、
新
体
制
で
、

次
の
通
り
選
任
さ
れ
、
今
後
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
７
月
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
ベ

ト
ナ
ム
友
好
協
会
と
し
て
新
た
に
活
動

を
開
始
し
ま
す
。

臨
時（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
）総
会
議
案

第
１
号
議
案

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協

会
の
設
立
の
意
志
決
定
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協

会
の
定
款
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

設
立
当
初
の
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

設
立
当
初
の
資
産
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

設
立
初
年
度
及
び
翌
年
度
の
事
業
計
画

（
案
）及
び
活
動
予
算（
案
）に
つ
い
て

第
６
号
議
案

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
２
条
第
２

項
第
２
号
及
び
第
12
条
第
１
項
第
３
号

に
該
当
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と
の
確
認

に
つ
い
て

第
７
号
議
案

法
人
設
立
認
証
申
請
に
つ
い
て

　
上
程
し
た
議
案
は
全
て
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
、
現
組
織
は
６
月
末
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。

茨城県ベトナム友好協会

設立当初役員

理事長　　　山口やちゑ

副理事長　　中川喜久治

副理事長　　池田　勇夫

副理事長　　関　　正樹

理事　　　　小野　昭夫

理事　　　　今木　周平

理事　　　　大塚　則昭

理事　　　　砂川　豊朗

理事　　　　樋口　宗治

理事　　　　中川　喜夫

理事　　　　村田みのり

理事　　　　大場　和男

理事　　　　雜賀　美丘

監事　　　　中山　敬二

監事　　　　栗原　利一

役
員
は
対
面
で
会
員
は
書
面
表
決

ＮＰＯ法人設立へ
　
５
月
６
日
、
水
戸
市
三
の
丸
に
あ
る
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
設
立
総
会
を
開
催
し
、
役
員
が
全
員
参
加
し
、
定
款
、
役
員
の
選
任
、
事

業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
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友
好
協
会
の
設
立

　
下
山
田
名
誉
会
長
は
、
１
９

６
７
年
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
激
化

す
る
中
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
支

援
の
た
め
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友

好
協
会
茨
城
県
支
部
の
立
ち
上

げ
に
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

御
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
代
会
長
に
就
任
さ
れ
、
戦

争
反
対
の
署
名
や
募
金
活
動
の

他
、
上
映
会
や
写
真
展
を
開
催

す
る
な
ど
、
一
貫
し
て
平
和
活

動
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
後
も
ベ

ト
ナ
ム
の
復
興
に
向
け
て
「
人

間
の
尊
厳
と
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
立

つ
世
界
観
を
つ
く
り
出
す
」
と

い
う
高
い
理
念
を
掲
げ
ら
れ
、

保
守
革
新
と
い
う
政
治
的
立
場

を
越
え
て
人
々
を
結
集
さ
せ
、

多
様
な
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　
常
に
時
代
の
変
化
を
読
み
取

り
、
的
確
な
友
好
活
動
を
実
践

し
な
が
ら
、
高
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
求
心
力
に
よ
り
組
織

を
拡
大
し
、
全
県
組
織
の
茨
城

県
連
合
会
へ
と
発
展
さ
せ
る
に

至
り
ま
し
た
。

　
時
に
は
会
員
の
親
睦
を
図
る

た
め
、
リ
ン
ゴ
狩
り
な
ど
の
行

事
を
行
い
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流

　
１
９
９
２
年
か
ら
続
く
ベ
ト

ナ
ム
友
好
訪
問
団
の
派
遣
。毎

年
１
０
０
人
を
超
え
る
規
模
で

開
催
す
る「
新
春
の
つ
ど
い
」ベ

ト
ナ
ム
の
大
学
や
児
童
保
護
施

設
で
の
交
流
・
支
援
事
業
、
留

学
生
や
在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
の

方
々
と
の
交
流
や
支
援
活
動
な

ど
、
当
連
合
会
の
活
動
の
礎
を

築
か
れ
、
不
動
の
も
の
に
さ
れ

ま
し
た
。

　
加
え
て
ベ
ト
ナ
ム
外
務
省
や

越
日
友
好
協
会
・
駐
日
ベ
ト
ナ

ム
大
使
館
と
の
交
流
を
深
め

「
日
本
に
下
山
田
あ
り
」と
名
声

を
博
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

下
山
田
虎
之
介
名
誉
会
長
ご
逝
去

　
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
茨
城
県
連
合
会
の
下
山
田
虎
之
介

名
誉
会
長
が
５
月
10
日
、
95
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
、
葬
儀
は
16
日
、

小
美
玉
市
内
で
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

95
歳
、天
寿
を
全
う

設
立
当
初
は
神
崎
寺
の
協
力
で
会
議

会
員
た
ち
と
大
子
へ
リ
ン
ゴ
狩
り

ホ
ー
チ
ミ
ン
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
被
害

者
の
ド
ク
さ
ん
と
再
会（
右
）

北
西
部
サ
パ
の
少
数
民
族
と（
左
）
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多
く
の
功
績

　
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
諸
国
友
好

団
体
連
合
会
か
ら
「
平
和
・
友

好
勲
章
」
ベ
ト
ナ
ム
国
家
主
席

か
ら
「
友
好
勲
章
」「
茨
城
県
功

績
者
表
彰
」「
旭
日
単
光
章
」
の

叙
勲
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本

両
国
か
ら
の
誉
れ
は
、
御
功
績

の
証
で
も
あ
り
ま
す
。

　
当
連
合
会
の
名
誉
会
長
と
な

ら
れ
た
後
も
、
絶
え
ず
会
の
運

営
を
気
に
か
け
ら
れ
、
貴
重
な

ご
意
見
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
葬
儀
で
は
島
田
譲
一
前
小
美

玉
市
長
に
続
き
山
口
や
ち
ゑ
茨

城
県
連
合
会
会
長
が
弔
辞
の
中

で
「
い
つ
も
穏
や
か
な
笑
顔
を

絶
や
す
こ
と
な
く
、
常
に
ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
で
周
り
を
温
か
な

空
気
で
包
ん
で
く
だ
さ
っ
た
下

山
田
先
生
に
、
も
う
お
会
い
す

る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
思
う
と
、
言
い
知
れ
ぬ
寂
し

さ
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
今
後
は
、
会
員
が
一
丸

と
な
り
未
来
に
向
か
っ
て
名
誉

会
長
の
御
遺
徳
御
偉
業
を
さ
ら

に
前
進
さ
せ
、
日
本
と
ベ
ト
ナ

ム
と
の
交
流
の
懸
け
橋
な
る
こ

と
を
御
霊
前
に
固
く
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
」
と
哀
悼
の
意
を

捧
げ
ま
し
た
。

88
歳
で
の
訪
越

　
そ
の
返
礼
と
し
て
同
年
、
当

時
の
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
を
団

長
と
す
る
１
０
０
人
を
超
え
る

大
訪
越
団
は
、
国
賓
級
の
お
も

て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

　
県
あ
る
い
は
民
間
友
好
団
体

で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

待
遇
を
受
け
る
こ
と
は
前
例
の

な
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
大
統
領
府
で
ホ
ー
チ
ミ
ン
の

言
葉
を
引
用
し
た
あ
い
さ
つ
で

は
、
国
家
主
席
が
涙
ぐ
ん
で
見

え
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

国
家
主
席
の
来
日

　
２
０
１
４
年
、
国
賓
と
し
て

来
日
し
た
チ
ュ
オ
ン
・
タ
ン
・

サ
ン
ベ
ト
ナ
ム
国
家
主
席
は
、

名
誉
会
長
に
会
う
た
め
に
直
接

成
田
か
ら
茨
城
に
入
ら
れ
、
そ

の
際
、
各
界
か
ら
３
０
０
人
超

の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
に
大

い
な
る
役
割
を
果
た
し
、
さ
ら

な
る
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

チ
ュ
オ
ン･

タ
ン･

サ
ン
国
家
首
席

来
県
歓
迎
会
に
て

１
０
０
人
を
超
す
訪
越
団
と
共
に

ベ
ト
ナ
ム
大
統
領
府
に
て

越
日
友
好
協
会
の
ト
ー
・
フ
イ
・

ル
ア
会
長
と

ソ
ン
公
使
夫
妻
の
送
別
会
に
て
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輸
入
食
品
会
社
の
ユ
ー
キ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
株

式
会
社
が
昨
年
に
続
き
、
茨
城
県
連
に
、
県
内
の

外
国
人
労
働
者
に
届
け
て
欲
し
い
と
ジ
ャ
ス
ミ
ン

テ
ィ
ー
５
個
入
り
１
２
０
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
水
戸
市
国
際
交
流
協
会
か
ら
日
本
語
教
室
で
学

ん
で
い
る
外
国
籍
の
人
に
40
セ
ッ
ト
、
石
岡
市
国

際
交
流
グ
ル
ー
プ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
ー
ツ
へ
20

セ
ッ
ト
、
土
浦
市
国
際
交
流
協
会
へ
30
セ
ッ
ト
、

茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
か
ら
つ
く
ば
の
ベ
ト
ナ

ム
人
に
20
セ
ッ
ト
、
県
連
を
通
し
て
10
セ
ッ
ト
を

そ
れ
ぞ
れ
届
け
ま
し
た
。

　
ニ
カ
ラ
グ
ア
出
身
で
土
浦
市
の
レ
イ
マ
さ
ん

（
18
）
は
「
嬉
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
日
本
語

の
勉
強
を
頑
張
り
ま
す
」
と
日
本
語
と
ス
ペ
イ
ン

語
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
笑
顔
に
私
た
ち
も
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
笑
顔
を
く
れ
た
ユ
ー
キ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ
ー
に
感
謝
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教
職
か
ら
副
知
事
へ

　
山
口
会
長
は
茨
城
県
鉾
田
市

生
ま
れ
。
茨
城
県
立
鉾
田
第
二

高
等
学
校
教
諭
、
県
立
婦
人
教

育
会
館
社
会
教
育
主
事
、
県
高

齢
福
祉
課
介
護
保
険
室
長
、
県

高
齢
福
祉
課
長
、
県
秘
書
課

長
、
県
知
事
公
室
長
等
を
経

て
、
茨
城
県
初
の
女
性
正
部
長

と
し
て
、
保
健
福
祉
部
長
を
務

め
ま
し
た
。

　
２
０
１
０
年
に
茨
城
県
初
の

女
性
副
知
事
に
就
任
し
、
17
年

に
退
任
。
18
年
４
月
、
茨
城
県

立
歴
史
館
長
、
茨
城
県
博
物
館

協
会
会
長
。

　
19
年
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協

会
茨
城
県
連
合
会
会
長
。
21
年

学
校
法
人
清
真
学
園
理
事
長
。

22
年
茨
城
県
立
歴
史
館
長
を
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
立
婦
人
教
育
会
館
勤
務
時

代
は
、
男
女
共
同
参
画
の
普
及

啓
発
に
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
01
年
に
は
介
護
保
険
を
扱
う

部
署
に
配
属
さ
れ
、
福
祉
行
政

の
道
へ
。

　
そ
の
後
、
知
事
公
室
長
や
保

健
福
祉
部
長
を
歴
任
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入

　
中
で
も
部
長
時
代
は
、
輪
番

制
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
や
大

学
医
学
部
の
「
地
域
枠
」
を
設

置
す
る
な
ど
、
医
療
体
制
の
充

実
強
化
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
副
知
事
時
代
に
は
、
特
に
震

災
復
興
に
向
け
て
各
省
と
折
衝

を
重
ね
復
興
を
加
速
さ
せ
る
な

ど
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
退
任
式
で
は
県
職
員
ら
約
１

０
０
０
人
が
集
ま
り
、
職
員
代

表
あ
い
さ
つ
の
「
温
厚
誠
実
で

気
さ
く
な
人
柄
や
周
囲
へ
の
心

配
り
で
厚
い
信
頼
が
あ
っ
た
。

敷
居
が
高
い
と
言
わ
れ
が
ち
な

県
庁
の
壁
を
低
く
し
、
女
性
初

の
副
知
事
と
し
て
時
代
を
切
り

開
い
た
」
と
の
言
葉
通
り
、
気

軽
に
県
民
が
来
庁
で
き
る
雰
囲

気
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

歴
史
館
で
は
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

　
歴
史
館
長
時
代
に
は
、
多
く

の
企
画
展
の
開
催
と
と
も
に
マ

ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る
広
報
活
動

を
広
め
入
館
者
や
利
用
者
を
増

加
さ
せ
ま
し
た
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
兼

カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く

の
来
館
者
か
ら
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。

　
受
章
に
つ
い
て
茨
城
新
聞
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
「
恐
れ
多

い
こ
と
と
受
け
止
め
つ
つ
、
今

後
も
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、

社
会
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ヴ
・
ホ
ン
・
ナ
ム
駐
日
大
使
と

山
口
会
長
、瑞
宝
中
綬
章
受
章

　
今
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
当
茨
城
県
連
合
会
の
山
口
や
ち

ゑ
会
長
が
地
方
自
治
功
労
と
し
て
「
瑞
宝
中
綬
章
」
を
受
章
し

ま
し
た
。
教
職
か
ら
行
政
職
に
転
じ
、
２
０
１
０
年
か
ら
７
年

余
り
に
わ
た
っ
て
副
知
事
を
務
め
る
な
ど
、
県
政
発
展
に
大
き

な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
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今
月
の
川
柳

○ 

虎
之
介 

ベ
ト
ナ
ム
一
筋 

櫻
散
る

　
　
　
　
　
　
　
県
連
顧
問
　
　
人
見
章
太
郎

　
グ
エ
ン
・
ホ
ン
・
ハ
ン
在
大

阪
ベ
ト
ナ
ム
総
領
事
が
来
賓
と

し
て
「
日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
は
支

援
世
界
最
大
、
観
光
や
貿
易
に

お
い
て
も
長
期
的
信
頼
の
あ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
昨
年
11

月
に
は
フ
ァ
ン
・
ミ
ン
・
チ
ン

首
相
が
来
日
、
４
月
に
は
岸
田

首
相
も
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
、

更
な
る
友
好
関
係
を
深
め
る
取

り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と
で
一

致
し
て
い
る
。
早
期
に
友
好
協

会
の
み
な
さ
ん
が
ベ
ト
ナ
ム
を

訪
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
田
元
夫
会
長
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ハ
ノ
イ
か
ら
参
加
し

「
来
年
は
日
越
国
交
樹
立
50
周

年
に
な
る
。
今
後
さ
ら
に
交
流

が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
根
香
代
子
理
事
長
か
ら

は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
を
と
り

ま
く
情
勢
、
と
り
わ
け
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
つ
い
て

友
好
協
会
は
抗
議
し
、
戦
争
を

や
め
よ
と
の
共
同
行
動
を
展
開

中
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
は

「
広
範
な
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
を
新
し
い
段
階
に
引

き
上
げ
る
こ
と
が
政
府
間
で
確

認
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人

労
働
者
が
経
済
を
支
え
る
上

で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

し
か
し
、
技
能
実
習
生
の
問
題

な
ど
そ
の
仕
組
み
や
様
々
な
課

題
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
組
織
の
活
動
や
財
政
に
つ

い
て
の
課
題
が
話
し
合
わ
れ
、

更
な
る
支
援
や
交
流
の
強
化
に

つ
い
て
確
認
を
し
、
総
会
は
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
の
第
67
回
全
国
総
会
が
５
月
25
日
、

京
都
市
の
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
で
行
わ
れ
、
ネ
ッ
ト
に
よ

る
参
加
者
を
合
わ
せ
る
と
68
人
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

京
都
で
全
国
総
会
開
催

ア
イ
ザ
ワ
証
券
で
セ
ミ
ナ
ー

■
新
入
会
員

▽
株
式
会
社
シ
ン
ド
ウ
・
真
藤

淳
一（
か
す
み
が
う
ら
市
）　
　

　
茨
城
県
連
合
会
の
会
員
の
ア

イ
ザ
ワ
証
券
か
ら
国
際
公
認
投

資
ア
ナ
リ
ス
ト
を
講
師
に
迎

え
、
４
月
23
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
全
国
か
ら
１
８
０

人
を
超
え
、
21
世
紀
の
高
度
成

長
時
代
を
迎
え
た
ベ
ト
ナ
ム
の

情
勢
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
県
連
村
田
み
の
り
事

務
局
長
が
挨
拶
を
し
、
今
後
も

様
々
な
機
関
と
連
携
を
し
て
い

く
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

▽
株
式
会
社
エ
ス
・
ワ
イ
・
エ

ム
・
松
井
幸
枝（
か
す
み
が
う

ら
市
）　
　
　
　
　
　
敬
称
略

ベ
ト
ナ
ム
へ
支
援
金

　
４
月
フ
エ
市
人
民
委
員
会
の

バ
オ
・
ミ
ン
さ
ん
を
通
し
、
ア

ン
タ
イ
子
ど
も
の
家
に
県
連
か

ら
支
援
金
を
届
け
ま
し
た
。

　
フ
エ
外
国
語
大
学
へ
も
支
援

金
を
送
り
「
今
後
の
日
本
語
指

導
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。


